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　費目　　工種　　種別　　細別 単位 数　量 単　価 金　額 摘　要

本工事費

　　機器費 第000１号　明細表

1

　　材料費 第000１号　明細表

1

　　施工費 第000２号　明細表

1

直接工事費計

　共通仮設費 1

純工事費

　現場管理費 1

　据付間接費 1

　設計技術費 1

工事原価

　一般管理費 1

工事価格

消費税及び地方消費税相当額

本工事費計

式

式

式

式

設　計　内　訳　書

式

式

式

式

－１－ 上下水道部　水道施設課



第0001号　　明細表 1式

名称　　規格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　要

材料費

　機器費

両吸込渦巻ポンプ

２５０A×１５０A 1 電動機・フライホイール等含む

小　計　　　

　材料費

　配管・電線管・配線材料

1

小　計　　　

式

（上　段　：　前　回　　下　段　：　今　回）

台

－２－ 上下水道部　水道施設課



第0002号　　明細表 1式

名称　　規格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　要

施工費

　機器撤去・設置・試運転調整

撤去品移送含む 1

　直接経費

1

小　計　　

（上　段　：　前　回　　下　段　：　今　回）

式

式

－３－ 上下水道部　水道施設課
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第１章 総則 

第１節 一般事項 

１．本工事は以下に記載する工事を当市の契約規定、関係法規、一般仕様書、特記仕様書

及び設計図書並びに係員の指示に従い、誠意をもって完全なる施工をなすものとし、後

記の関連法規及び規格を遵守し施工を行うこと。 

２．本工事受注者は一般仕様書、本特記仕様書および設計図書に従って施工するものであ

るが、これに明示してない事項でも、施工上当然必要な足場等の仮設および設備等は受

注者の責任において行わなければならない。 

３．本工事受注者は関係諸官庁、電力会社、保安協会、ＮＴＴ等に対する一切の手続きを

代行するとともに、常に密接な連絡を保ちそれぞれの使用に支障のないように注意しな

ければならない。なお、これに必要な経費は、受注者の負担とする。特に施設の運転に

は支障のないように注意しなければならない。 

４．本工事の施工に当たっては承認図を提出し、当市係員の承認を得るものとするが、仕

様書の変更については係員が認めた場合について行うことができる。 

５．本工事について受注者は、水道施設課の監督員から求められた場合、次の工事関係図

書を各２部提出すること。これらに要する費用は受注者の負担とすること。 

［１］納入図 

(１) 機器外形図、詳細図、結線図 

(２) 機器配置図 

(３) 配管配線詳細図 

(４) その他、当市が指示するもの 

［２］完成図書 

(１) 維持管理に必要な操作説明図書 

(２) 各種機器試験成績表 

(３) 各種機器取扱説明書 

６．本工事竣工までの機器材料の保管の責任は受注者によるものとする。 

７．本工事施工中に建造物、機械設備等の関係でおきる機器の配置、配管路の軽微なる変

更は受注者において行うこと。 

８．取り合い 

 配管設備、電気計装設備に関連するもので他の業者に作成依頼もしくは、作業取り合

いが発生すると思われるものについては、受注後に他の施工図とは別途に施工図を提出

して、工事の円滑な進捗をはかること。 

９．工場立会い検査 

 当市が指定する機器については工場立会い検査を行う。検査に要する費用は受注者の

負担とする。 

１０．関連法規及び準拠規格 

 (１) 日本水道協会規格   （ＪＷＷＡ） 

 (２) 水道施設設計指針   （日本水道協会） 

 (３) 電気設備技術基準   （経済産業省令） 

 (４) 日本工業規格     （ＪＩＳ） 

 (５) 日本電機工業会規格  （ＪＥＭ） 

 (６) 電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ） 

 (７) 機械、電気設備工事共通仕様書 （国土交通省大臣官房官庁営繕部編） 

(８) その他関係法規、規格及び基準 
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第２章 機械設備 

第１節 設備概要 

  本設備は、ゆめが丘浄水場より、上野南ポンプ所・上野第１分水・島ケ原ポンプ所 

へ送水するポンプである。 

既存ポンプについては、別添参照の能力を有し、インバーター制御、水量制御で 

３箇所へ送水している。 

 ポンプ等が３台設置され内１台分を更新し、撤去ポンプ等を予備機として保管する 

ために当該工事を施工する。 

 

第２節 機器概要 

１．更新機器 

   ポンプ １台 

   フライホイール １台 （水撃検討書による） 

   電動機 １台 

    ベースプレート 一式 

    配管・電線管・配線材料 一式 （既設接続用材料  

ポンプ吸込・吐出配管・排水管               

流用機器接続材料含む） 

     ※ ポンプ選定は、水撃検討書・水理計算書による 

       同等品可 ただし、既存機器と同一品であればベースプレートは除く。 

     ※ ゆめが丘浄水場内ポンプ棟 地下３階 

       電動ホイスト等 有 ・搬入口 有（ポンプ棟地上１階） 

 

 ２．その他 

    軸温度計 ４台 ・ 圧力スイッチ ２台 ・ 吸込、吐出圧力計 各１台 

    上記測定架台 １基 既存流用 （配管等含む） 

 

    満水検知器 既存流用（ 配管・電線管・配線含む） 

 

    電動機 動力線・信号線 電線管・配線 既存流用 

 

 ３．施工範囲 

 

    ア 既存機器 撤去・保管場所へ設置 

      １．更新機器の既存撤去機器をゆめが丘浄水場同ポンプ棟へ保管のため移送 

保管場所はポンプ棟のホイスト可動範囲とする    

  

イ １．更新機器・２．その他の機器 設置・接続  （心出し等含む） 

    ウ 試運転調整 
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第３章  据付工事 

第１節 据付工事 

１．機器の据え付けにあたっては、十分な経験と技術を持った専門技術者の指導のもとで

行ない、その機器の性能や機能を損なうことのないように十分注意して備え付けなけれ

ばならない。 

２．本工事場所は、浄水場施設のため、施設、設備の維持管理に支障を与えないよう施工

するとともに、油類及び汚水等で汚染しないよう衛生管理にも十分注意して施工するこ

と。 

３．機器の据え付け工事にあたって、他工事との出会い現場となる場合は、機器の破損や

汚れを受けないように本工事の受注者によって保護に努めなければならない。 

第２節 電気配線工事 

１．電気配線工事にあたっては、保守管理上危険性のないよう配慮して施工することはも

ちろん、次の規定及び仕様に適合した工事でなければならない。 

 (１) 内線規定専門部会 内線規定（JEAC） 

 (２) 社団法人公共建設協会 電気設備工事共通仕様書 

２．動力配線、制御配線等のケーブル線は各種類ごとに順序よく整理して配線し、端末処

理を完全にしなければならない。 

第３節 塗装工事 

１．各機器の塗装は、特記なき限り製作業者の標準塗装とする。但し、仕上げ色について

は、当市の指示によるものとする。 

２．据付後、損傷箇所がある場合はその補修塗装を行うものとする。 

第４節 試運転調整 

１．各機器の現場据付後、当市の定める期間内に受注者は各機器について専門の熟練した

技術者を派遣し、機器の調整試運転を行い必要な成績書を提出すること。 

２．試運転終了後、当市係員に各機器の機能および取扱操作方法等の説明をすること。 

３．当該ポンプ設備は、東芝インフラシステムズ(株)製の中央監視システムから遠隔制御  

 して運転している。 

  その中央監視システムからの指示により、日新電機（株）製の現場制御盤にて送水量 

 をインバーター制御し、運転号機の自動切替などの制御を行っている。 

  本工事における当該ポンプ設備設置後の試運転調整については、前述の自動制御な 

 どの性能が当初どおり発揮できることを受注者の責任において行うこと。 

  しかし、それを受注者において行うことができず、上記２者の技術的な支援を必要と 

した場合、それに係る不測の費用はすべて受注者の負担とする。 

第５節 引渡しおよび保証 

１．本工事の引渡しは、当市係員の竣工検査に合格した時をもって引渡しとする。 

２．本工事引渡し後の保証期間は、満１ヶ年とする。なお、保障期間中に受注者の責任に

帰すべき原因による事故が生じた場合には当市が指定する期間内に無償にて補修、また

は良品に取り替えること。 
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